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要旨 
先進国から発展途上国への援助。そのような援助には問題も多い。被援助に対し有意義な

ものとなっているのか･･･そんな中「南南協力」という、発展途上国から発展途上国への援

助に注目が集まっている。先進国である日本の援助も、南南協力のような援助に見習うべ

きことがあるのではないか。先進国から途上国への援助の解決のため、同アジア圏の新興

援 助 国 「 韓 国 」 と 「 日 本 」 の 援 助 の 違 い を 、 東 南 ア ジ ア 諸 国 に 対 す る         

アプローチの違いから調べてみた。 
「日本からの援助」「南南協力への期待感」「韓国の援助」という 3 部構成で論をすすめて

いき、なぜ、「南南協力」に疑問を持ったかを述べていく。 
問題点として、韓国は途上国ととらえていいのか･･･というものがあった。 
結果「韓国」の援助も「日本」のそれと同様、自国企業・政府に対しより望ましい状況を

もたらすものでしかなく、「南南協力」の推奨を疑う結果となった。また上記の問題点もあ

るが日本が韓国の援助に対し少なからず後押しをしていることは事実である。この動きは

間違っているということ。そして、日本は世界最大の援助国として、新興援助国の援助を

監督できるようにならなくてはならない。ということを強く主張したい。 
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